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　皆さん、こんにちは。会長挨拶をさせて頂きます。
　今週は、11月9、10日に地区大会に参加しました。また、11月10日
は、50周年事業の一環である上尾市スポーツ少年団の上尾ロータリー
クラブ杯争奪秋季ソフトボール大会に出席しました。女子の3チームに
よる、リーグ戦でした。日頃の練習の成果があらわれていて、非常に
レベルの高い試合を見ることが出来ました。指導者、ご家族のご努力
を感じました。
　地区大会では、地区感謝状を尾花パスト会長に、永年在籍会員とし
て井上パスト会長が表彰されました。
　RI会長代理には、インド第3050地区パストガバナーのアショック・
グプタ氏が参加しました。挨拶は非常に格調高く、後日皆さんにお配
りできればと思います。その一部を紹介します。
　国際ロータリーロン・バートン会長は「ロータリーを実践し　みん
なに豊かな人生を」と呼びかけられました。私たちは真実のロータリ
ー奉仕に最善を尽くして貢献しているか、ロータリーの中心的支柱と
なるものを繰り返し説き聞かせているか、ロータリーの価値観を受け
入れているか、そして私たちの人生の重要な部分の一つとしているか
どうかを内省するとともに確認しようではありませんか。そしてロー
タリーに心底傾注し、ロータリーを実践し、みんなの人生を豊かにす
ることに対するチャレンジを行うことを、自分自身に固く誓わせるよ
うにしようではありませんか。と話されています。
また、田中作治RI直前会長の記念講演「世界のロータリー」、12グル
ープのアトラクションがありました。
　ジャズ演奏、津軽三味線、AKB48ダンス、キッズダンス、フラダン
スなどがありました。第5グループは、村岡パスト会長の尺八演奏でし
た。お一人で心にしみる演奏されました。手作りの地区大会として、
大変盛り上がりました。
　一つ心のこりは、懇親会の抽選会で特別賞が155番でしたが163番だ
ったので少し早ければ当たっていたかもしれません。しかし、ここで
運を使ってしまうのも、もったいないと考えました。
以上をもちまして、会長挨拶とさせて頂きます。本日も、よろしくお
願いします。
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出席　　会員数　　３５　　　出席数　　24
欠席　　欠席数　　11　　　（％）　　68.57
前々回確定　　　　　　　　　欠席数 　　1
修正（％）　 　97.14 　　　　  （Ｍ・Ｕ）      6

〈大会テーマ〉　祭りだ!! わっしょい ロータリー!1
9日 浦和ロイヤルパインズホテル
10日 さいたま市文化センター

記念講演「世界のロータリー」　直前RI会長 田中作次様

第５グループ登壇

第５グループかくし芸 村岡武仁パスト会長の尺八

渡邊和良ガバナー

大塚信郎パストガバナーが「ロータリー財団特別功労賞」を受賞
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幹　事　報　告

　本日11月14日「埼玉
県民の日」です。公立の
小中学校は休みです。
◆会員の新規開店があり
ましたので報告致します。尾花パスト会長が11月1
日（金）にデイサービスサロン“わさんか”を開店致
しました。クラブよりお花を贈りましたことを報告
致します。おめでとうございます。
◆大塚パストガバナーより本日、ベネファクター
1,000ドルの寄付を頂きましたことを報告いたしま
す。ありがとうございました。
◆11月9日（土）・10日（日）地区大会にご参加頂
きありがとうございました。
◆10月31日臨時理事会の報告から申し上げます。
韓国の友好地区3750地区の地区大会出席の為、ガ
バナー公式訪問が12月12日に変更となりました。
日程の変更と例会の内容が変更となりましたことの
承認を頂きましたことを報告致します。
◆11月15日（金）「入会３年未満・新会員の集い」
で宮島・長沼・斎藤修宏会員の３名が対象となって
いますので、参加をよろしくお願いいたします。
◆１月の行事になりますが、毎年行っております
2014年の新春賀詞交歓会が１月7日（火）に東武バ
ンケットホールで行われますので参加の旨、よろし
くお願いいたします。
◆そして１月に入りますと第26回インターアクト協
議会が開催されます。韓国の訪日団がお越しになる
ということです。よろしくお願いいたします。
◆11月16日（土）、毎年行っております平成25年
度の「上尾・桶川・伊奈 暴力排除地域安全大会の
開催について」という案内がきております。当クラ
ブからは５名の参加依頼となっております。ご興味
がある方がいたら私の方までおいでください。
◆本日の資料の中にロータリーカードの案内が入っ
ております。まだお持ちでない方、ぜひご協力のほ
どお願い申し上げます。以上で本日の幹事報告を終
了させていただきます。ありがとうございました。

齋藤哲雄幹事

委員長報告
出席委員会　渡邉　清委員長

　委員長を仰せつかって
いますが出席率について
はS.A.A.さんの方にお願
いしております。
　別件でお願いがござい
ます。上尾中央総合病院
さんのメディックスというバレーボールチームがあ
ります。全国に「上尾」という名前がでてくるのは
唯一の存在なのかなと思っております。試合を行い
ますと「メディックス」ではなく「上尾」と表示さ
れます。商工会議所の小谷会頭が会長になって後援
会がスタートしました。いま法人会員が240口、団
体が19、個人は229口となっています。皆様にはぜ
ひとも後援会の会員になっていただき、応援してい
ただきたくお願い申し上げます。

地区から感謝状をいただきました。

地区　部門委員長として
尾花正明パストガバナー補佐

地区役員として
大木保司パスト会長

米山功労者として
大塚信郎パストガバナー

マルチプルとして
尾花正明パストガバナー補佐

財団年次寄付額
優秀クラブ賞　第5位
上尾ロータリークラブ

感　謝　状

AGEO ROTARY CLUB
クラブの支援額を1,000ドル用意するわけです。
DDFのグローバル補助金は最低15,000ドルでるわ
けですね。上限は25,000ドル申請できるわけです。
これにより同額の補助がくるわけです。そうすると
倍ですから最低3万ドル、最高でも5万ドルというこ
とで、例えばクラブで10万円を用意するとさまざま
な申請がありながらも最低300万円、最高500万円
のプロジェクトができるプログラムがあるんです。
現在進行中のプログラムでは、春日部西RCさんが
インドに聴力障害の検査機器を寄贈ということで、
クラブで10万円を用意し総額350万円の申請をして
います。また川口RCさんがオーストラリアのいく
つかのクラブと共同で日本の石巻地区で、障がい児
童特別支援学級に医療機器を寄贈ということで総額
453万円のプロジェクトを申請中です。
　次に地区補助金運営委員会がございます。地区内
のクラブに７万ドルを皆さんに戻しましょうという
ことで、68クラブが授与されています。次に財団奨
学・平和フェロー・学友委員会がありまして地区補
助金を使用する場合、海外の大学または大学院で学
ぶ学生に留学１年で奨学金は24,000ドルというこ
とで、いろいろな国に行って勉強してくるというプ
ロジェクトでございます。財団学友というのは国際
親善の奨学生、地区補助金の奨学生、グローバル補
助金の奨学生、研究グループ交換メンバー、GSEメ
ンバー、職業研究チームメンバー、VTTメンバーが
研究留学をおえて帰国してきて、当地区の学友は
320名にのぼっております。次にVTT委員会、職業
研修チームということで今年、アルツハイマー症の
現状および研究治療設備についてチーム派遣で４名
がオリエンテーションを受けています。次にポリオ
・プラス委員会です。35万人いた罹患者が今年はじ
めには77件まで減少したのですが、ソマリアで169
件が発症してしまい、9月18日現在で世界合計256
件に増えてしまいました。これは手を緩めると油断
ならないという警鐘でございます。なので、さらに
皆さんには2018年を目指して１人50ドルの寄付を
お願いしたいということに帰着いたします。
　最後に資金推進委員会では皆さんに200ドルの寄
付とベネファクターのお願いをするわけですが宝の
山としてロータリーカードがございます。こちらだ
と何億円もの寄付ができるかもしれません。ぜひロ
ータリーカードをもっていただければと思います。
どうもありがとうございました。

卓　話
地区ロータリー財団部門 資金推進委員会 名古谷誠様
　この度は財団月間に卓
話依頼をいただきありが
とうございます。皆さん
ががせっかく寄付してく
ださった浄財がどのよう
に使われているのか、そ
してどのような結果を生んでいるのか、克明に知ら
なければ何のための寄付かわかりませんので、ご理
解していただければと思い本日は財団の話をさせて
いただこうと思っております。
　地区財団の構成を簡単にご説明させていただきま
す。活動資金を集めるのはポリオ・プラス委員会で
す。皆さんに本年度はひとり50ドルの寄付をお願い
したいということで活動しています。資金推進委員
会はひとり200ドルをお願いしているわけです。
　そして資金を使う委員会があります。皆さんの浄
財を有効に使うのが補助金委員会、財団奨学・平和
フェロー・学友委員会、VTT委員会、地区補助金運
営委員会の４つの委員会です。委員会は、地域プロ
グラム、人道的プログラム、教育的プログラムを推
進してるわけです。
　次にお金の流れを簡単に説明させていただこうと
思います。皆さんが寄付していただいた年次寄付で
すが、年次基金といった形で３年後に戻ってくるわ
けですね。その間に運用しているわけです。１／２
がDDFとして戻ってくるわけですけれども、その１
／２がさらに地区補助金とグローバル補助金になり
ます。地区補助金とは皆さんのプログラムの補助金
に割り当てられます。また財団奨学生の奨学金や
VTTにも使われます。そして世界フェロー学友会の
活動支援にも使われているということですね。グロ
ーバル補助金は６つの重点分野を支援するものでし
て、それが大きな条件になっています。６つの重点
分野とは、①平和と紛争予防／紛争解決、②疾病予
防と治療、③水と衛生設備、④母子の健康、⑤基本
的教育と識字率向上、⑥経済と地域社会の発展、で
こういった項目をクリアするとグローバル補助金が
使えるわけですね。
　資金を使う委員会がどのように使われどのような
結果がでているかということを委員会別にご説明さ
せていただければと思います。この補助金の制度が


